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郷
地
第
二
自
治
会
。
若
手
の
女
性
陣
が
中
心
と
な
り
大
活
躍
で
す

■

目|
|

目L

』
二
一■

臨

,マ・ ‐   
・
・

嗣
■

コ
・●
Ｊ
■
■
ｒ
ｒ糧

ヽ
　
　
．
　
、
　
　
´
　
．　
　
　
　
．

・
〓“一
ょ．
　
　
・、
　
　
一́

，
　
・・
や　
　
　
　
　
　
　
　
．　
．
一
　
　
　
．

‘
　
　
　
′
　
　
¨

鐘 ■
今
年
は
猛
暑
の
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
で
大
勢

が
参
加
し
て
年
に

一
度
の
お
祭
り
を
楽
し
み
、
大
い
に
交
流
を
図
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
の
紙
面
で
も
大
勢
の
皆
様
に
ご
登
場
頂
き
ま
し
た
が
、

写
真
が
小
さ
く
て
皆
様
の
良
い
笑
顔
が
分
か
ら
な
い
の
が
残
念
で
す
。

で
も
各
町
会
の
様
子
は
良
く
分
か
り
ま
す
ね
。
取
材
に
ご
協
力
頂
い
た

皆
様
、
写
真
を
写
し
て
お
送
り
頂
い
た
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！
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郷
地
第

一
・

二
自
治
会
。
沢
山

ど
も
達
の
た
め
子
ど
も

神
輿
を
新
調
し
ま
し
た
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東
町
第
五
自
治
会
。
太
鼓

の
山
車
を
引
い
て
神
社
ま
で

来
ら
れ
ま
し
た
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■
↑郷地玉川自治会。初めて射的の店を導入。夜は万灯神輿も担ぎました

↑
↓
東
町
親
睦
会
。
神
社
ま
で
は

遠
い
の
で
町
内
で
お
神
輿
を
担
ぎ
、

盆
踊
り
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
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↑
五
月
自
治
会
。
お
神
輿
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
担
い
で
来
ら

れ
ま
し
た
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屋爵頁がい
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→お祭 り最後のお楽 し
み大抽選会。今年は全
員に賞品を贈呈
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昭島団地自治会では、
9月 8日 (日 )に、町
内有志による15回 目の
「みんなのまつり」を ■
自治会館とあおぞら公 ■
園で開催。町内外から
訪れた大勢の参加者に
楽しんで頂きました。
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天気にも恵まれ、大勢の運営担当の皆様の協力で、今年も無事
開催出来ました。先ずはカンパーイ !どうもお疲れ様 !
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